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船舶事故調査報告書 

 

                             平成２７年８月２７日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  庄 司 邦 昭（部会長） 

                         委   員  小須田   敏 

                         委   員  根 本 美 奈 

 

事故種類 火災 

発生日時 平成２７年３月７日 １７時００分ごろ 

発生場所 香川県高松市小槌
こ づ ち

島東方沖 

 小槌島灯台から真方位０９８°１.２７海里付近 

 （概位 北緯３４°２３.６０′ 東経１３３°５６.８９′） 

事故調査の経過  平成２７年３月９日、本事故の調査を担当する主管調査官（広島事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

プレジャーボート ロミオ、１９トン 

 ２８０－３３８７２広島、株式会社広工電 

 １４.８３ｍ（Lr）×４.５７ｍ×２.２５ｍ、ＦＲＰ 

 ディーゼル機関２基、２５９kＷ（合計）、平成３年７月 

 乗組員等に関する情報 船長 男性 ２４歳 

 一級小型船舶操縦士 

  免許登録日  平成２２年５月１９日 

  免許証交付日 平成２２年５月１９日 

         （平成２７年５月１８日まで有効） 

 死傷者等 なし 

 損傷 機関室、操舵室及び上甲板が焼損 

 事故の経過  本船は、船長が１人で乗り組み、知人（以下「同乗者」という。）

１人を乗せ、小槌島東方沖を約１０ノットの対地速力で東進中、平成

２７年３月７日１７時００分ごろ、操舵室下方の機関室出入口付近 

から黒煙が発生した。 

船長は、機関を停止するとともに操舵室後方の出入口付近にいた 

同乗者に機関室付近から黒煙が発生したことを知らせていたところ、

炎が上がって来たので、２人で後部甲板に避難した。 

船長及び同乗者は、火勢が強まり、危険を感じたので、近くにあっ

た救命浮環を海面上に投げて海に飛び込んだ。 

船長及び同乗者は、陸を目指して泳いでいたところ、付近を通航し

ていたプレジャーボートに救助された。 

本船は、通航船舶から通報を受けて駆けつけた巡視艇が消火活動

中、沈没した。 
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（付図１ 事故発生場所概略図 参照） 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 北西、風力 １、視界 良好 

海象：海上 平穏 

 その他の事項  船長は、出港前に機関室内の点検を行ったが、燃料油（軽油）の漏

れや異臭等を認めておらず、また、主機の始動後、両舷側外板に設置

された排気口から冷却海水が正常に吐出していることを確認してい

た。 

 船長は、黒煙を認めた際、プラスチック等が燃えるような異臭は 

感じていなかった。 

 本船は、平成２７年１月に中古で購入され、機関整備業者によって

バッテリの交換及び係留運転が行われ、また、本事故発生の２～３日

前に試運転が行われたが、異常は認めなかった。 

 船長及び同乗者は、救命胴衣を着用していた。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

なし 

 本船は、小槌島東方沖を東進中、機関室から出火したものと考えら

れるが、出火した状況を明らかにすることはできなかった。 

原因  本事故は、本船が、小槌島東方沖を東進中、機関室から出火した 

ことにより発生したものと考えられる。 
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